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      １．2019年2月期第2四半期業績 
 

     ２．髙島屋グループ成長戦略と進捗 
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連結業績 

 営業収益は国内百貨店と空港型免税店が牽引し増収・計画超過 
 営業利益は先行投資等により減益も計画超過 
 経常増益は受取配当金増・為替差益増等により増益・計画超過 
 純利益は特別損益悪化により減益も計画超過 

 

*計画比は2018年4月9日公表値との比較

（単位：億円） 上 期 業 績 前 年 比 計 画 比 *

+ 25 +0.6% 営 業 収 益 4,415 + 82 +1.9% 

販 売 管 理 費 1,245 + 31 +2.6% △8 △0.6% 

+ 14 +11.8% 営 業 利 益 134 △5 △3.4% 

経 常 利 益 161 + 5 +3.1% + 21 +15.2% 

+ 25 +39.4% 純 利 益 88 △2 △2.5% 
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国内百貨店業績 

 営業収益は好調なインバウンド売上と堅調な国内消費により   
増収および計画超過 
 

 販売管理費は先行投資や変動費増等はあるものの計画から良化 
 

 増収により営業利益・経常利益・純利益は減益も計画超過 

*計画比は2018年4月9日公表値との比較

純 利 益 37 △9 △18.9% + 24 +181.1% 

+ 20 +39.0% 経 常 利 益 72 △3 △3.8% 

営 業 利 益 44 △2 △4.1% + 14 +45.7% 

△3 △0.3% 販 売 管 理 費 921 + 12 +1.3% 

商 品 利 益 率 24.16% ＋0.03 ＋0.09

売 上 高 3,709 + 35 +0.9% + 34 +0.9% 

+ 33 +0.9% 営 業 収 益 3,777 + 35 +0.9% 

（単位：億円） 上 期 業 績 前 年 比 計 画 比 *
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国内百貨店販売管理費 

 人件費は子会社人員吸収などによる負担増も計画良化 
 

 宣伝費、総務費・庶務費は日本橋髙島屋S.C.開業等の先行投資､
増収による変動費増、運送費増等により前年比で増額、計画超過 
 

 経理費は新宿店底地取得による支払家賃減により削減・計画良化 

*計画比は2018年4月9日公表値との比較

+ 12 +1.3% △3 △0.3% 合 計 921 

△0.1% 経 理 費 148 △7 △4.4% △0 

総務費･庶務費 341 + 11 

126 + 3 +2.3% + 0 +0.3% 

+3.4% + 5 +1.4% 

宣 伝 費

△2.5% 人 件 費 305 + 4 +1.5% △8 

（単位：億円） 上 期 業 績 前 年 比 計 画 比 *



主要子会社業績（国内） 
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 東神開発は、日本橋髙島屋Ｓ.Ｃ.東館開業などにより増収も   
先行投資費用増により減益 
 

 髙島屋クレジットは、外部手数料などが順調に伸び増収増益 
 

 髙島屋スペースクリエイツは、受注は伸ばしたものの、        
競合激化による利益率低下の影響が大きく増収減益 

*計画比は2018年4月9日公表値との比較

+ 8 △10 
36 

△4 
東 神 開 発

計画比*（単位：億円） 営業収益 前年比 計画比* 営業利益 前年比

210 
+4.0% △4.6% △9.3% +3.1% 

+ 1 

髙島屋スペースクリエイツ
158 

+4.1% +0.4% +7.9% +2.5% 

+ 2 + 1 
髙 島 屋 ク レジット 95 

+ 4 + 0 
24 

 （髙島屋ｽﾍﾟｰｽｸﾘｴｲﾂ東北含む）
+5.5% △1.9% △40.2% △40.3% 

+ 8 △3 
4 

△3 △3 



主要子会社業績（海外） 

7 

 タカシマヤ シンガポールは、開業25周年記念施策等により増収増益 
 TDSは増収も、一部テナントの契約更改等で営業利益は前年並み 
 上海高島屋・タカシマヤベトナムは、業績改善が継続 

為替レート：1SGD=81.54JPY　　1CNY=17.00JPY　　1VND=0.0047JPY

総売上：上海高島屋とテナント売上の合計　*計画比は2018年4月9日公表値との比較

総売上

上 海 高 島 屋

51 + 4 △3

△0.4百万 △0.3百万（現地通貨ベース） 55百万 △0.5百万 △0.8百万 14百万

+0.8% △1.4% △1.0% △1.8% 

△0.2トーシンディベロップメント

シンガポール（TDS）
45 

+ 0 △1
12 

△0.1

+150億 +134億

+ 1
△ 1 

+ 0.7

+ 10百万 △0.2百万

（現地通貨ベース） 1,724億 +286億 +201億 △145億

+17.4% +10.8% - -

+ 0.7
タカシマヤ ベトナム 8 

+ 1

（現地通貨ベース） 97百万 + 2百万 △7百万 △25百万

+ 1 △1 △ 4 + 1.4 △0.0
+6.4% △7.3% - -

16 

△0.7百万 18百万 + 0.7百万 △0.0百万

（単位：億円） 営業収益 前年比

タカシマヤ シンガポール 86 
+ 3 △0

+5.7% △0.2% 

計画比* 営業利益 前年比 計画比*

（現地通貨ベース）

+3.7% △0.6% 
14 

+ 0.8 △0.0

106百万 + 2.1百万



連結営業利益業績増減要因 
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2017年度

上期連結業績

増収等

家賃減 変動費増
その他

経費増

先行投資 空港型

免税店

その他

子会社業績

2018年度

上期連結業績

単位:億円

△9

△5

139

134

+9

△7

+9

+4

国内百貨店 連結子会社

△6



  

 

       
     １．2019年2月期第2四半期業績 
 

     ２．髙島屋グループ成長戦略と進捗 

     ３．2019年2月期計画 

      

 

（2018年度） 

（2018年度） 

日本橋髙
島屋S.C.
（まちづく
り戦略） 
サイアム髙
島屋（ま
ちづくり戦
略） 
インバウン
ド 
国内グ
ループ事
業 
グループ変
革プロジェ
クト 



グループ総合「まちづくり戦略」推進、安定的成長を実現 
地域と共生し、グループ力を結集した独自の商業施設づくりを実現 
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髙島屋グループ成長戦略 

国内百貨店 

「まちづくり戦略」推進 

海外事業 
国内ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
不動産・金融業 

●街のｱﾝｶｰの 
 役割発揮 
  地域との 
  共生 

●館の魅力最大化 

 百貨店と専門店を 
 融合させた商業施設 
 づくり    

百貨店業とのシナジーにより 

安定的グループ成長を実現 

グループ変革プロジェクト 

・まちづくり戦略を下支
えするグループ変革プ
ロジェクト 

・本年度、日本橋髙島
屋S.C.とサイアム髙島
屋が開業 

グループ総合

「まちづくり戦

略」推進、安

定的成長を

実現 
 地域と共生し、グ

ループ力を結集し
た独自の商業施
設づくりを実現 

 百貨店業とのシ
ナジーにより各事
業の競争力を発
揮、海外展開も
強化 

 グループ変革プロ
ジェクトにより経
営効率改善、ま
ちづくり戦略を下
支え 



日本橋髙島屋S.C.（まちづくり戦略） 

9/25日本橋髙島屋S.C.開業、来年3月グランドオープン 
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日本橋髙島屋Ｓ.Ｃ. 全景 

日本橋髙島屋 本館 

日本橋髙島屋Ｓ.Ｃ. 東館 

タカシマヤ ウオッチメゾン東京 

日本橋髙島屋Ｓ.Ｃ. 新館 

 まちづくり戦略の新たな象徴であり、次世代百貨店のリード役 
 百貨店と専門店を融合した４館体制でスタート 
 専門店独自の提案力や世界観でお客様ニーズに幅広く対応 
 
 まちづくりに 街と町の関係や館の魅力最大化など、 

まちづくり戦略における 
日本橋髙島屋S.C.の考え方を述べる。 

また９月で完成ではなく、来春まで継続し、まだま
だ期待感をもてることをアピール 

 まちづくり
戦略の新
たな象徴
であり、次
世代百貨
店のリード
役 

 百貨店と
専門店を
融合した
４館体制
でスタート 

 日本橋で
の新たな
取り組みを
他店に水
平展開し
いまちづく
りに 
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「３６５日と日本橋」 

「リベリー」 

「茶論」 

SC外観撮影中 
（10/4納品予

定） 

日本橋髙島屋S.C.新館（手前）、本館（奥） 

写真差替え 

写真差替え（手配中） 



日本橋髙島屋S.C.（まちづくり戦略） 
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百貨店と専門店の強みを融合しお客様ニーズに幅広く対応 

地域最大級の婦人
靴売場「シューワール
ド」 
 ・RFIDタグ導入 

新たなビューティー編
集売場「ベルサンパ
ティック」 
 ・コト・体験型の新たな
領域 

 

 百貨店が得意な編集力やサービスを生かした売場づくり 
 新館オープンを契機に幅広い層のお客様づくりを推進 
 フラッグシップストアの取り組みをモデルに、まちづくり戦略を進化 
 

新たなビューティー編集売場 
「ベルサンパティック」 

地域最大級の婦人靴売場「シューワールド」 

9/27 
西方修正 

 専門店と百貨
店の強みを融
合しお客様
ニーズに幅広く
対応 

 専門店ならで
はの旬な品揃
え、日本初上
陸を含む115
店舗 

 百貨店が得意
な編集力や
サービスを生か
した売場づくり 

 
タカシマヤアプリ 

写真差替え 



日本橋髙島屋S.C.（まちづくり戦略） 
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2019年3月、本館改装が完了し、 
いよいよ日本橋髙島屋S.C.グランドオープン 

「髙島屋史料館TOKYO」（展示スペース） 

交流スペース（５階） 

 大阪に次ぎ、文化発信拠点「髙島屋史料館TOKYO」オープン 
 新たな車寄せ、屋上庭園の完成により、心地良い買物空間実現 

見栄えの良いものに差し替え 
場合によっては、大阪の東別館の絵もあり？ 
来年リニューアル完成ということで。 
 

屋上庭園 

要画像 
差し替え 

園田 



サイアム髙島屋（ASEAN戦略） 

サイアム髙島屋がICONSIAMの核テナントとして 
            11月10日オープン 
 

 現地有力企業サイアム・ピワット社を事業パートナーにタイ初出店 
 初年度※目標は、総売上高130億円 ※開業一年間 

 次年度から黒字化を計画 
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サイアム髙島屋フロア構成 ICONSIAM全景 



 25周年を迎えるシンガポール髙島屋S.C.を拠点とした戦略展開 

 シンガポールの経営資源を最大限活用 
 現地有力企業とのパートナーシップ戦略 
 百貨店・不動産・施設運営による三位一体の事業戦略推進 
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サイゴンセンター 

ホーチミン髙島屋 

上海高島屋 

● 

● 

● 

● 

シンガポール髙島屋S.C. 
開業２５周年 

サイアム髙島屋（ASEAN戦略） 

サイアム髙島屋 
１１月１０日開業 
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次世代百貨店を形成すべく、まちづくり戦略を推進 

 国内では、日本橋髙島屋S.C.新館、こかげテラスなど新規開業 
 海外では、シンガポール髙島屋S.C.が25周年を迎え 
             ベトナム事業と併せて海外基盤をさらに盤石化 

東神開発（不動産業） 9/27 
伊藤修正 

日本橋髙島屋Ｓ.Ｃ.新館 流山おおたかの森Ｓ・Ｃ シンガポール髙島屋Ｓ.Ｃ. 

立川髙島屋Ｓ.Ｃ. こかげテラス サイゴンセンター・ホーチミン髙島屋 



インバウンド 
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2018年度上期実績 283億円※ 前年比+25.2％ 
2018年度目標    560億円※ 同+15％ ※国内百貨店売上 
  

 9月、関西の台風影響は関東店舗でカバー、影響は回復傾向 
 決済の簡便化、SNS配信強化など、計画達成に向け施策完遂 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

       

＜インバウンド売上前年比推移・見通し＞    

△ 10
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    グループ変革プロジェクト    
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業務変革 
 

ワークスタイル改革 
グループ共通コスト改革 

経理・システム刷新 

顧客体験変革 
 

顧客視点での購買 
体験・価値の追求 

次世代ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝへの進化 

グループ経営の仕組みを抜本的に見直し 
  業務変革により経営効率を高め、創出した利益を成長戦略に再投資 

再
投
資 

システム基盤再構築 

成長戦略 
 

百貨店業 
国内ｸﾞﾙｰﾌﾟ事業 

海 外 事 業 



81

2018 2022

△14 14

△50

2019

△27

36

    グループ変革プロジェクト    

2022年度に31億円の利益貢献   
 システム改修等スケジュールは概ね計画通り進行 
   

19 

2018年度 

 投資費用      △14億円 

 削減効果       14億円 
     内訳 経費可視化効果     10億円 
      光熱費           3億円 
 

 利益貢献額        ±０億円 
    ※期初には△4億円の影響を想定 

 

※各年2017年度比較数値

※採用抑制による人件費削減効果は除く

投資費用

削減効果

投資費用 

２年間累計        
9億円 

削減効果 

※各年2017年度比較数値  
※採用抑制による人件費削減効果は除く 

５年間累計
31億円 

単位：億円 



１．グループ共通コスト改革－❶各効率化施策推進 + ❷経費見える化 

施  策 

電力 

消耗品 

作業費 

IT運用 

○電力使用量削減ソリューション導入 
 

○電力単価低減・LED化推進 

○一般用度品の他社購買プラットフォーム活用 

○店舗清掃の仕様見直し 
 

○従業員出入口/巡回警備効率化（仕様見直し、機械化） 

○IT運用コストの圧縮 

経費可視化＋コスト削減：合計 

○PDCAサイクルによる適正管理手法導入 経費可視化 

18年度削減額（億円） 
17年度 

2.1 

0.1 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

0.1 

2.3 

上期 

1.3 

0.0 

0.0 

0.4 

1.7 

－ 

－ 

経費可視化・適正化の取り組み、IT運用コスト削減を推進 

下期 

1.8 

0.2 

0.2 

0.5 

12.6 

9.9 

グループ変革プロジェクト    
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グループ共通コスト改革 

伊藤 

通期 

3.1 

0.2 

0.2 

0.9 

14.3 

9.9 



CSR経営 

 脱炭素社会の実現をめざす「気候変動イニシアティブ」に参加 
 廃棄プラスチックによる海洋汚染問題をはじめ環境課題への対応 
 地域社会との共生をめざすまちづくり戦略の推進 
 雇用、性別に関わらない働きがいのある環境づくり 
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SDGsを事業活動に取り込み、環境・社会活動を推進 



  

  

      １．2019年2月期第2四半期業績 
 

     ２．髙島屋グループ成長戦略と進捗 
 

     ３．2019年2月期計画 

         

    
 

（2018年度） 

（2018年度） 



連結計画 

 営業収益は、国内百貨店と空港型免税店の好調や         
サイアム髙島屋の開業効果等により増収・上方修正 
 

 営業利益・経常利益・純利益は、将来の成長に向けた先行投資等
により減益見込みも、営業収益の上方修正により計画を修正 

23 
*計画比は2018年4月9日公表値との比較

（単位：億円） 通 期 業 績 前 年 比 計 画 比 *

+ 80 +0.9% 営 業 収 益 9,270 + 192 +2.1% 

販 売 管 理 費 2,576 + 116 +4.7% + 8 +0.3% 

+ 10 +3.3% 営 業 利 益 310 △43 △12.2% 

経 常 利 益 350 △36 △9.3% + 15 +4.5% 

+ 20 +10.8% 純 利 益 205 △32 △13.4% 



国内百貨店計画 

24 

*計画比は2018年4月9日公表値との比較

（単位：億円） 通 期 業 績 前 年 比 計 画 比 *

営 業 収 益 7,885 + 99 +1.3% + 66 +0.8% 

売 上 高 7,745 + 95 +1.2% + 68 +0.9% 

商 品 利 益 率 24.05% △ 0.01 ＋0.06

販 売 管 理 費 1,888 + 47 +2.6% + 5 +0.2% 

経 常 利 益 237 + 78 +48.7% 

営 業 利 益 114 △22 △16.0% + 14 +14.2% 

+18.4% 

+ 22 +10.2% 

純 利 益 173 + 82 +91.1% + 27 

 営業収益は、インバウンド好調と国内消費堅調継続により上方修正 
 

 営業利益は、先行投資・変動費増により減益も計画修正 
 

 経常利益・純利益は、連結子会社配当等により、増益・計画修正 
 



国内百貨店販売管理費計画 

 人件費は子会社人員吸収などによる負担増も計画良化 
 

 宣伝費・総務費･庶務費は先行投資に加え､日本橋髙島屋Ｓ.Ｃ.
開業費用･増収に伴う変動費増等により前年比増・計画修正 
 

 経理費は新宿店底地取得による支払家賃減により前年比減 

25 *計画比は2018年4月9日公表値との比較

（単位：億円） 通 期 業 績 前 年 比 計 画 比 *

宣 伝 費

△1.6% 人 件 費 628 + 10 +1.6% △10 

+5.2% + 13 +1.9% 総務費･庶務費 697 + 34 

262 + 5 +2.1% + 1 +0.5% 

合 計 1,888 

+0.0% 経 理 費 300 △2 △0.7% + 0 

+ 47 +2.6% + 5 +0.2% 



主要子会社計画（国内） 
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 東神開発は、新規開業もマンション販売収入反動により、減収減益 
 

 髙島屋ｸﾚｼﾞｯﾄは、日本橋髙島屋S.C.開業を機とした販売促進・    
外部利用促進など営業施策を進め、増収増益 
 

 髙島屋ｽﾍﾟｰｽｸﾘｴｲﾂは、 営業強化に努めるも、競合状況が厳しく 
利益率低下により、増収減益 

*計画比は2018年4月9日公表値との比較

△68 + 1 
80 

△11 

△13.1% +0.2% △12.1% +0.1% 

+ 0 
東 神 開 発

計画比*（単位：億円） 営業収益 前年比 計画比* 営業利益 前年比

455 

髙島屋スペースクリエイツ
318 

+4.5% +1.0% +4.9% +1.3% 

+ 2 + 1 
髙 島 屋 ク レジット 193 

+ 8 + 2 
48 

 （髙島屋ｽﾍﾟｰｽｸﾘｴｲﾂ東北含む）
+6.4% △1.1% △11.2% △25.5% 

+ 19 △3 
11 

△1 △4 
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 シンガポール事業は、増収も過年度家賃の経理処理反動により、 
増収減益 

 上海高島屋・タカシマヤベトナムは、上期に続いて業績改善が継続 

為替レート：1SGD=81.54JPY　　1CNY=17.00JPY　　1VND=0.0047JPY

総売上：上海高島屋とテナント売上の合計　*計画比は2018年4月9日公表値との比較

（現地通貨ベース）

+6.7% +2.7% 
33 

△3.7 + 0.1

228百万 + 14百万

計画比* 営業利益 前年比 計画比*

+ 5.9百万 40百万 △4.6百万 + 0.2百万

（単位：億円） 営業収益 前年比

タカシマヤ シンガポール 186 
+ 12 + 5

△10.2% +0.4% 

（現地通貨ベース） 213百万 + 23百万 + 0.8百万 △49百万

+ 5 △0 △ 8 + 3.2 + 0.2
+14.7% △0.2% - -

36 

（現地通貨ベース） 3,698億 +579億 +408億 △396億

+16.1% +10.1% - -

+ 0.8
タカシマヤ ベトナム 17 

+ 2

△0
23 

△1.4

+190億 +154億

+ 2
△ 2 

+ 1.0

+ 20百万 + 1.1百万

（現地通貨ベース） 111百万 + 1.1百万 △0.2百万 29百万

+1.0% △0.2% △5.8% +0.0% 

+ 0.0トーシンディベロップメント

シンガポール（TDS）
90 

+ 1

△1.8百万 △0.0百万

総売上

上 海 高 島 屋

106 + 8 △5

主要子会社計画（海外） 



連結営業利益計画増減要因 
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2017年度

連結業績

増収等

新宿店

家賃減 変動費増 その他

経費増

（除日本橋）

日本橋

髙島屋S.C.

開業 空港型

免税店

マンション

販売反動

シンガポール

家賃反動

サイアム

髙島屋

開業

その他

子会社業績

2018年度

連結業績

単位:億円

+7
△13

+5

353

310

+22

△19

+4

△5

国内百貨店 連結子会社

△29

△10

△5

 

運  送  費 △１１億円 
新ＰＯＳ導入  △4億円 
            他 



基本的考え方 
 

    財務健全性と資本効率を両立させるべく、 
  将来成長に向けた投資と株主還元とのバランス重視 

    

 

 

 

 

株主還元 
 

  安定的な配当水準の維持を基本に、 
  諸環境を勘案し、最適な株主還元を実施 

  2022年度目標  

     財務健全性： 自己資本比率 47.5% 

     資 本 効 率： Ｒ Ｏ Ｅ   ７％以上 

資本政策 
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当連結会計期間より、国際財務報告基準に準拠した 
 
財務諸表を連結している在外連結子会社の消化仕入 
 
取引について、売上総利益相当額を「売上高」に 
 
計上する純額表示に変更しており、前年比においては、 
 
遡及的適用後の数値で比較しております。 



本資料に記載されている業績見通し等の将来に 
 

関する記述は、当社が現在入手している情報及び 
 

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
 

その達成を当社として約束する趣旨のものでは 
 

ありません。 
 

また、実際の業績等は様々な要因により大きく 
 

異なる可能性があります。 


